３年　体育理論　学習プリント（No.４）　　３年　　組　　番　氏名　　　　　　　　テーマ４　スポーツを推進するための取組


＜学習のねらい＞スポーツは、人々の生活を豊かにすることから、国や地方自治体では、スポーツ振興のために様々な施策が行われ、ハード面やソフト面の条件整備が行われています。また、スポーツ振興を支援するために、企業や競技者の社会貢献、スポーツボランティアや非営利組織（ＮＰＯ）などもスポーツの推進に貢献していることを理解しましょう。



＜キーワード＞スポーツ振興法、スポーツ基本法、スポーツ庁、みんなのスポーツ、生涯スポーツ
総合型地域スポーツクラブ、ＮＰＯ、スポーツ環境、



参考資料：教科書「保健体育」、体育編「地域におけるスポーツライフ」ほか
[bookmark: _GoBack]　　　　　　WEBサイト「スポーツ庁」

＜参考：コラム＞
「スポーツ振興法」と「スポーツ基本法」
昭和36（1961）年6月に、日本におけるスポーツ振興の基本となる法律として「スポー
ツ振興法」が制定されました。この法律は、スポーツを国民一般に広く普及させるための、国及び地方公共団体の施策の基本を明らかにすることを目的としたものです。
そして、平成23年(2011)年に、「スポーツ振興法」が50年ぶりに全面改正され、「スポーツ基本法」が制定されました。「スポーツ基本法」は、スポーツに関し，基本理念を定め，並びに国及び地方公共団体の責務並びにスポーツ団体の努力等を明らかにするとともに，スポーツに関する施策の基本となる事項を定めたものです。

（問1） 　「スポーツ基本法」には、８項目の基本理念が定められています。そして、その理念を具体化し、今後の我が国のスポーツ施策の具体的な方向性を示すものとして、「スポーツ基本計画」が策定され、現在、平成29年度からの5年計画となる第2期「スポーツ基本計画」（平成29年3月策定）が推進されています。
スポーツ庁のホームページには、「スポーツ基本計画」のスポーツ政策の基本方針が、次のように紹介されています。（　　　）に適当な語句を入れて文章を完成させてください。また、その中で、あなたが共感した基本方針を〇印で囲み、なぜ共感したのかその理由も書いてください。
　　
　　　 「スポーツ基本計画」は、スポーツに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための重要な指針として位置付けられるものです。
 　　 第２期計画は、平成29年度から平成33(令和３)年度までの５年計画であり、中長期的
なスポーツ政策の基本方針として、
     　（１）スポーツで「（　 １   ）」が変わる！
（２）スポーツで「（ 　２　 ）」を変える！
       （３）スポーツで「（　 ３ 　）」とつながる！
    　 （４）スポーツで「（　 ４ 　）」を創る！
を掲げ、「スポーツ（　 ５　 ）」を拡大し、「一億総スポーツ社会」の実現に取り組むこととしています。


（　　）に入る適切な語句を記入してください。
	１
	２
	３
	４
	５

	
	
	
	
	

	共感した基本方針を〇で囲んでください。複数でも可。

	共感した基本方針
	（1）  （２）　（３）　（４）
	

	共感した理由
	


· これからも、日本のスポーツ振興施策に関心を持つようにしてください。

（問2） 「スポーツ基本法」附則により、平成27年10月にスポーツ庁が設置されました。
初代（現）スポーツ庁長官の鈴木大地氏は、元アスリートであり、オリンピック大会で金メダルを取った経歴があります。さて、鈴木大地長官は、どのオリンピック大会で、どの競技種目で金メダルを取った選手でしょうか。

	オリンピック大会名
	年　　　　　オリンピック

	金メダルを取った競技種目名
	


　　　　
　　　　　　　

　※　鈴木スポーツ庁長官の就任当時の思いや考え、また、最近では、新型コロナウィルス感
染症拡大防止に対するスポーツ庁長官としての思い、これから日本のスポーツ振興をどう
推進しようとしているのかなど、スポーツ庁のホームページにアップされていますので、
是非、チェックしてみてください。

（問3） あなたは、高校卒業した後に、どのようなスポーツライフを送ろうと考えていますか。どのような運動やスポーツを、誰と、いつ、どこで、どのように楽しみたいかを書いてください。そして、そのために、国や地方自治体等に、今後、どのようなスポーツ施策を望んでいるか（期待しているか）も併せて考えて書いてください。

	運動名や
スポーツ種目名
	


	誰と
（人・仲間など）
	


	いつ
（時間・時期など）
	


	どこで
（場所・施設など）
	


	どのような
（方法、内容など）
	


	
国や地方自治体等への
意見や要望など

	





